
開催日時 

令和７年 12 月 18 日（木） 

13:30 ～ 13:45  令和６年度長野県知事表彰事業 表彰式 

13:45 ～ 14:30  令和６年度表彰団体、優良事例団体による事例発表会 

14:40 ～ 16:10  令和８年度事業説明会 

 

開催場所 

長野県木曽合同庁舎 ２階「講堂」 

（木曽町福島 2757-1） 

 

内  容 

 ●令和６年度優良事業表彰式 

・長野県知事表彰 

 ●令和６年度事例発表会 

  ・表彰団体、優良事例団体による事例発表 

●令和８年度事業説明会 

  ・「地域発 元気づくり支援金」の概要、申請方法等について木曽地域振興局企画振興課の

職員から説明 

 

参加申込 

 参加希望者は 12 月 12 日（金）までに別紙申込書によりお申込みください。 

 

そ の 他 

各優良事例及び令和６年度に木曽地域で実施された事業の概要等は別紙のとおりです。 

           

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

地域の優良な活用事例を広く周知し、他団体や地域への波及効果を高めることで今後の地域づ

くりにつなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県（木曽地域振興局）プレスリリース  令和７年（2025 年）11 月 17 日 

（問合せ先） 

担当 木曽地域振興局企画振興課 逸見、上沼、柳澤 
電話 0264-25-2212（直通） 
FAX  0264-23-2583 
E-mail kisochi-kikaku@pref.nagano.lg.jp 

「地域発 元気づくり支援金」令和６年度優良事業表彰式、事例発表会、 

令和８年度事業説明会を 12 月 18 日（木）に開催します 

【表彰団体・優良事例団体及び対象事業】 

◆長野県知事表彰 

 （団体）与川地域づくり協議会 

 （事業）いつまでも住み続けられる魅力ある故郷づくり 

プロジェクト第１弾 

 

◆優良事例団体 

（団体）王滝村 

 （事業）王滝村・長野県立大学包括連携事業 

「ひろがれ！推し村プロジェクト」 



（別紙） 

「地域発 元気づくり支援金」令和６年度表彰式・事例発表会、令和８年度事業説明会 申込書 

１．連絡先について     

団 体 名  電 話 番 号  

担 当 者 名  メールアドレス  

 

２．出席者について 

    

職   名 氏   名 電 話 番 号 
表彰式・事例発表会 

（13：30～14：30） 

事業説明会 

（14：40～16：10） 

   出席 ・ 欠席 出席 ・ 欠席 

   出席 ・ 欠席 出席 ・ 欠席 

 

 

【 申込先 】 

宛 先：木曽地域振興局 企画振興課 

ＦＡＸ：０２６４－２３－２５８３ 

メール：kisochi-kikaku@pref.nagano.lg.jp 



優良事例
（別紙）

表彰

種別

知事

与川地域づくり協議会

表彰
いつまでも住み続けられる

魅力ある故郷づくりプロ

ジェクト第１弾

王滝村

王滝村・長野県立大学包括

連携事業「ひろがれ！推し

村プロジェクト」

（１）事業区分別の選定状況 （単位：千円）

件数 支援額

1 5 5,416

2 0 0

3 4 8,513

4 1 7,999

5 1 1,699

6 10 21,002

⑴ 7 16,386

⑵ 1 1,048

⑶ 0 0

⑷ 1 2,735

⑸ 1 833

7 0 0

8 3 9,013

24 53,642

（２）申請者区分別の選定状況

件数 支援額

10 18,127

3 9,231

11 26,284

24 53,642

事業名/実施団体 事業の概要 選定のポイント

地域の魅力向上のため、地元住民により与川古道

の支障木伐採、丸太橋の製作、休憩用ベンチづく

りなどを実施した。

過疎化が進む地域において、古道の復元作業やベンチづくり

教室、魅力探索ツアー等が行われ、合計101名が参加した。

これは当初見込んでいた60名を大きく上回っており、地域

住民を想定以上に巻き込んでいる。

また、3歳から90歳代までと幅広い年代が参加しており、特

に若い年代には多世代の交流を通じ、これまでの歴史や地域

の魅力を再発見する良い機会となった。

優良

事業

王滝村と連携協定を結んでいる長野県立大学学生

が来村し、グローバルマネジメント学部の生徒は

「アウトラインプロジェクト」や運動会等の村行

事に参加をした。また、健康発達学部の教授及び

学生と連携し郷土食を活かした新メニュー作りを

実施した。

観光誘客・交流人口拡大事業、学生独自のイベント企画・運

営の活動の実施により、地域の活性化や人手不足に寄与し

た。特に、地域行事やものづくりイベントへの村外参加者や

公民館祭りの参加者は目標を大きく上回った。

さらには事業メンバーでない学生が自費で参加する等、当初

想定以上の交流人口・関係人口の広がりがみられる。学生の

活動が村民の刺激にもなり、食文化観光資源化事業の実施に

より村民の意識向上にも寄与している。

事業区分
選　　　　定　　　　状　　　　況

事　　業　　例

地域協働の推進 大学連携、マレットゴルフ場再生、桜の整備、地域猫活動

保健、医療、福祉の充実

教育、文化の振興 地域の映像アーカイブ、住民のDX推進、オルタナティブスクール開設

安全・安心な地域づくり ドローンのルート構築・活用検討

環境保全・景観形成 土木遺産（菅橋）の活用

産業振興、雇用拡大　（小計）

　特色ある観光地づくり 赤沢の魅力向上、森林鉄道サミット、田の原登山道整備、自然遊び体験

　農業の振興と農山村づくり 農業インターンシップ

　森林づくりと林業の振興

　商業の振興 地域電子マネーの利用促進

　その他 中京圏・関西圏に向けた観光PR

市町村合併に伴う地域の連携の推進

その他地域の元気を生み出す地域づくり バレルサウナ設営、住民参加での古道整備、大学生による魅力発信

合         計

申請者区分 備　　　　　考

合         計

市 　 　 町　 　  村

広　  域  　連  　合

公　共　的　団　体 地域づくり団体・ＮＰＯ法人等


